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プ
ロ
グ
ラ
ム
に
先
だ
っ
て
、
洋

楽
部
委
員
の
小
川
昭
子
先
生
が

「
医
療
に
従
事
す
る
多
忙
な
時
間

の
中
で
、
趣
味
の
音
楽
に
打
ち
込

み
、
こ
れ
か
ら
も
と
も
に
楽
し
ん 

      

           

で
行
き
た
い
」
と
開
会
の
ご
挨
拶
。
さ
っ
そ
く

「
み
ん
な
で
歌
お
う
」
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

 
 ①

１
番
「
み
ん
な
で
歌
お
う
」 

 

歌
唱
指
導
を
萩
野
昭
三
先
生
か
ら
刑
部
美
也 

子
さ
ん
に
引
き
継
が
れ
て 

か
ら
、
も
う
何
年
に
な
る 

の
で
し
ょ
う
か
。 

今
回
は
オ
ー
ド
ウ
ェ
イ 

作
曲
の
「
旅
愁
」（
原
曲 

はDreaming of Home  

出演者一同勢ぞろい  圧巻でした 

 
 
 
 
 
 
 

声
楽
陣
、
新
た
に
二
人
参
加

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ベ
テ
ラ
ン
組
み
も
元
気
に
連
続
出
場 

 
 
 
 
 

22
年
11
月
17
日
（
日
）、
昨
年
に
引
き
続
き
東
京
・
神
楽
坂
の
「
音
楽

の
友
ホ
ー
ル
」
で
、
ド
ク
タ
ー
ズ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま

し
た
。
番
組
数
は
12
。
う
ち
声
楽
に
新
人
二
人
が
参
加
、
ま
た
岩
崎
先
生

ら
が
連
続
出
場
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
出
演
時
間
の
違
い
か
ら
、
な
か
な
か

全
員
が
そ
ろ
っ
た
写
真
（
上
）
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
今
回
実
現
し
ま
し
た
。
伴
奏
者

も
含
め
豪
華
な
陣
容
で
す
。
数
々
の
名
曲
を
中
心
に
多
彩
な
番
組
が
続
き
、
最
後
ま
で

お
客
さ
ま
と
一
緒
に
、
仲
間
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
（
太
字
は
会
員
）。 

第４９回ドクターズ・ 

ファミリーコンサー

 

ご挨拶する松木委員 

写真㊤ 開幕直前に撮

影しました。連絡の手

違いから萩野仁志先生

が外出中で不在です。 
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and Mother

”（
家
と
母
を
夢
見
て
）
で
す
。
訳

詞
は
犬
童
球
渓
（
い
ん
ど
う
・
き
ゅ
う
け
い
）。

奇
麗
な
日
本
語
の
せ
い
も
あ
っ
て
、
１
０
０
年

も
前
か
ら
歌
い
継
が
れ
て
き
た
曲
で
す
。
会
場 

の
皆
さ
ん
も
、
砂
井
馨
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で 

                 

声
高
ら
か
に
「
ふ
け
ゆ
く
秋
の
夜
」
と
合
唱
し

ま
し
た
。 

  

②
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱 

 

加
茂 

和
子 

 
 
 
 
 

ピ
ア
ノ
伴
奏 
 

原
田 

園
美 

「
貴
女
が
私
に
死
の
栄
光
を
」 

ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ 

オ
ペ
ラ
「
十
人
委
員 

会
の
凋
落
」
か
ら 

「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」 

カ
ッ
チ
ー
ニ 

 

加
茂
先
生
は
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
で
40
年

近
く
耳
鼻
咽
喉
科
を
開
業
し
て
い
ま
す
。「
た
く

さ
ん
の
患
者
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
、
声
楽
家
で
は

な
く
医
師
に
な
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
満

足
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
い
頃
か
ら
趣
味
で
歌
っ

て
お
り
、
30
年
ほ
ど
前
に
は
ク
ラ
ブ
の
会
員
で

し
た
が
、
そ
の
と
き
は
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
再
入
会
さ
れ
初

出
演
で
す
。な
お
、加
茂
先
生
は
医
学
生
時
代
、

菊
地
鐐
二
先
生
に
教
わ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 
 ③

バ
イ
オ
リ
ン
独
奏 

 

中
村 

雄
彦 

 
 
 
 
 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

豊
嶋 

玲
子 

「
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
２
番
ト
長
調
」
よ
り 

第
１
楽
章 

 

ハ
イ
ド
ン 

 

中
村
先
生
は
上
越
市
で
皮
膚
科
医
院
を
開
い

て
お
り
、
東
京
在
住
で
歯
科
医
を
さ
れ
て
い
る 

          

お
嬢
さ
ん
も
会
員
で
、
高
校
生
の
頃
か
ら
、
こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
場
し
続
け
て
い
ま
す
。 

新
潟
県
医
師
会
報
に
寄
せ
ら
れ
た
一
文
に
よ

り
ま
す
と
、「
こ
れ
ま
で
バ
ッ
ハ
、
ヘ
ン
デ
ル
、

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
ら
の
協
奏
曲
や
ソ
ナ
タ
を
弾
き

ハ
イ
ド
ン
に
は
手
を
出
さ
な
か
っ
た
。
彼
の
一

番
有
名
な
第
２
番
の
楽
譜
を
見
て
み
る
と
、
活

気
あ
る
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
隅
か
ら
隅
ま
で
典
雅

② メゾソプラノ独唱  加茂 和子 

③バイオリン独奏 中村 雄彦 

 ピアノ伴奏   豊嶋 玲子 



 - 24 -

そ
の
も
の
、
弾
い
て
い
る
と
王
侯
の
気
分
に
な

る
」
と
述
べ
て
お
り
ま
す
。 

             

④
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱 

 

青
木 

明
子 

 
 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

 

要 
 

浩
子 

「
あ
な
た
の
優
し
い
声
が
」 

ベ
ッ
リ
ー
ニ 

オ
ペ
ラ
「
清
教
徒
」
か
ら 

 

「
今
の
歌
声
は
」 

ロ
ッ
シ
ー
ニ 

オ
ペ
ラ
「
セ
ビ
リ
ア
の
理
髪
師
」
か
ら 

 

青
木
さ
ん
の
ご
主
人
宏
明
先
生
は
内
科
医
で

す
。
今
回
は
、
同
じ
先
生
に
つ
い
て
声
楽
を
勉

強
さ
れ
て
い
る
大
坪
公
子
先
生
の
紹
介
で
初
出

場
で
す
。
最
初
の
曲
は
悲
し
い
恋
心
、
２
番
目

は
恋
心
を
明
る
く
…
…
対
照
的
な
女
心
の
微
妙

さ
を
歌
い
ま
し
た
。 

  

⑤
テ
ノ
ー
ル
独
唱 

 
 

浅
野 

 

尚 

 
 
 
 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

 

西
島 

麻
子 

        

「
く
ち
な
し
」 

 

作
詞 

高
野
喜
久
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 

作
曲 
高
田 

三
郎 

「
母
」 

 
 
 
 

作
詞 

竹
久 
夢
二 

 
 
 
 
 
 
 
 

作
曲 

小
松 
耕
輔 

「
冬
」 

 
 
 
 
 
 

ア
カ
ン
ポ
ー
ラ 

 

浅
野
先
生
は
香
取
市
で
耳
鼻
咽
喉
科
を
開
業
、

こ
の
会
に
は
西
島
さ
ん
と
の
コ
ン
ビ
で
常
連
で

す
。
毎
年
、
日
本
の
曲
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
家
族
」
で
し
ょ
う
か
。
父

を
偲
ん
だ
「
く
ち
な
し
」
の
ほ
か
、
故
郷
で
待

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
「
母
」、
そ
し
て
三
大
テ
ノ

ー
ル
の
ホ
セ
・
カ
レ
ー
ラ
ス
が
愛
唱
す
る
「
冬
」

を
入
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

  

⑥
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
独
奏 

 

岩
崎 

哲 

「
ギ
タ
ー
組
曲
ホ
短
調
ブ
ー
レ
」 

バ
ッ
ハ 

「
二
つ
の
ギ
タ
ー
」
ロ
シ
ア
民
謡 

 

岩
崎
先
生
の
連
続
出
場
は
半
世
紀
に
な
り
ま 

 

す
。
数
々
の
名
曲
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
が
、
今 

         

④ソプラノ独唱 青木 明子 
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回
は
バ
ッ
ハ
の
時
代
に
宮
廷
で
開
か
れ
た
舞
踏

会
に
使
わ
れ
て
い
た
拍
子
の
速
い
曲
で
す
。 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

⑦
女
声
コ
ー
ラ
ス 

元
コ
ー
ロ
ア
キ 

ソ
プ
ラ
ノ 

広
瀬
珠
恵･

宮
崎
洋
子･

田
代
久
子 

ア
ル
ト 

 

砂
井 

馨･

矢
部
泰
子
・
小
川
昭
子 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

刑
部
美
也
子 

「
ま
ち
ぼ
う
け
」 

 

作
詞 

北
原 

白
秋 

作
曲 

山
田 

耕
筰 

「
円
舞
曲
」 

 
 
 

ブ
ラ
ー
ム
ス 

「
埴
生
の
宿
」 

 
 

ビ
シ
ョ
ッ
プ 

 

お
な
じ
み
の
曲
ば
か
り
で
す
。
一
緒
に
口
の

中
で
歌
い
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
な
ぞ
り
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
コ
ー
ラ
ス
の
楽
し
さ
を
堪
能
で
き

ま
し
た
。
病
児
保
育
で
忙
し
い
小
川
先
生
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
に
は
欠
か
せ
な
い
合
唱
。
い
つ
も

友
情
出
演
で
支
え
て
く
だ
さ
る
刑
部
さ
ん
ら
皆

さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

  

⑧
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱 

 

大
坪 

公
子 

 
 
 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

 

要 
 

浩
子 

「
母
も
な
し
に
」 
プ
ッ
チ
ー
ニ 

 

オ
ペ
ラ
「
修
道
女
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
」
か
ら 

「
楽
し
い
思
い
出
は
ど
こ
に
」
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト 

 
 

オ
ペ
ラ
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
か
ら 

 

世
田
谷
区
内
で
病
院
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
大
坪
先
生
。
そ
の
多
忙
な
中
で
、
オ
ペ
ラ

の
名
曲
を
２
曲
。
ま
ず
、
わ
が
子
と
引
き
裂
か

れ
修
道
院
に
入
る
母
の
悲
し
み
と
、
一
転
し
て

浮
気
な
伯
爵
で
あ
る
夫
を
た
し
な
め
、
反
省
し

た
こ
と
に
温
か
く
許
し
て
家
庭
を
回
復
す
る
賢

い
夫
人
を
歌
い
分
け
ま
し
た
。
な
お
先
生
は
そ

の
２
週
間
後
に
地
元
の
ホ
ー
ル
で
リ
サ
イ
タ
ル

を
開
か
れ
ま
し
た
。 

          

⑨
バ
リ
ト
ン
＆
ソ
プ
ラ
ノ
二
重
唱 

 
 
 

菊
地 

鐐
二 

 

辻
村 

倫
子 

 

 
 
 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

 

長
谷
川
由
希 

「
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ
と
ジ
ェ
ル
モ
ン
の
二
重
唱
」 

 

ヴ
ェ
ル
デ
ィ 

「
椿
姫
」
第
２
幕
か
ら 

 

 

昨
年
は
所
用
で
断
念
さ
れ
た
菊
地
先
生
、
当

初
は
昨
年
の
曲
を
用
意
さ
れ
た
の
で
す
が
、
急

⑦女声コーラス 元コーロアキの皆さん 

 ⑧ソプラノ独唱 大坪 公子 
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き
ょ
変
更
、
椿
姫
に
息
子
と
の
別
れ
を
迫
る
父

親
役
を
演
じ
ま
し
た
。
お
相
手
の
辻
村
さ
ん
、

ピ
ア
ノ
の
長
谷
川
さ
ん
と
も
息
ぴ
っ
た
り
で
し

た
。 

               

⑩
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱 

 

松
木 

耀
子 

 
 
 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

 

平
野 

義
子 

「
さ
く
ら
横
丁
」 

 

作
詞 

加
藤 

周
一 

作
曲 

別
宮 

貞
雄 

「
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
・
ル
ク
ブ
ル
ー
ル
」
チ
レ
ア 

 
 

第
１
幕
か
ら
「
私
は
芸
術
の
下
僕
」 

 

小
平
市
で
眼
科
医
院
を
開
い
て
い
る
松
木
先

生
は
心
か
ら
歌
が
大
好
き
な
先
生
。
洋
楽
部
を

ひ
っ
ぱ
っ
て
来
ら
れ
た
諸
先
生
が
亡
く
な
ら
れ 

        

た
後
、
小
川
先
生
と
懸
命
に
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
支
え
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

初
め
に
、
医
師
で
文
学
者
の
加
藤
周
一
氏
の

詞
、
過
ぎ
去
っ
た
恋
を
思
い
出
す
と
い
う
「
さ

く
ら
横
丁
」。大
人
の
感
傷
を
さ
ら
り
と
う
た
い

ま
し
た
。 

  

⑪
ピ
ア
ノ
独
奏 

 

萩
野 

仁
志 

 

「
展
覧
会
の
絵
」
か
ら 

ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー 

 

萩
野
先
生
は
町
田
市
で
、
故
昭
三
先
生
と
同

じ
耳
鼻
咽
喉
科
を
開
業
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
時
折
、
出
場
し
て
い
ま
し
た
。
昭
三
先

生
が
亡
く
な
ら
れ
て
今
回
は
そ
の
追
悼
演
奏
と 

             

も
い
え
る
も
の
で
、
白
鍵
に
触
れ
る
前
に
マ
イ

ク
を
手
に
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
曲
自
体
が
、
ム

ソ
ル
グ
ス
キ
ー
が
友
人
の
遺
作
展
で
見
た
10

枚
の
絵
の
印
象
を
音
楽
に
仕
立
て
た
も
の
で
、

い
わ
ば
鎮
魂
曲
で
も
あ
り
、
父
へ
捧
げ
る
曲
で 

⑨バリトン＄ソプラノ独唱 菊地 鐐二（㊨）  

⑨ソプラノ独唱 松木 耀子

⑨ピアノ独奏  萩野 仁志  
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し
た
。
難
曲
で
す
が
全
曲
演
奏
を
め
ざ
し
て
お

ら
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
聴
衆
に
深
い
感
銘
を
与

え
ま
し
た
。 

  

⑫
マ
ン
ド
リ
ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

 
 

第
１
マ
ン
ド
リ
ン 
 

亀
岡 

智
子 

 
 

第
２
マ
ン
ド
リ
ン 

 

木
内 

徴
子 

 
 

マ
ン
ド
ラ 
 
 
 
 

笹 

美
智
子 

 
 

ギ
タ
ー 

 
 
 
 
 

高
橋 

妙
子 

 
 

キ
ー
ボ
ー
ド 

 
 
 

中
山 

真
理 

 
 

「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」 

カ
ッ
チ
ー
ニ 

「
ク
リ
ス
マ
ス
は
家
で
過
ご
そ
う
」 

「W
e N

eed
 a Little C

hristm
as

」 
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
メ
イ
ム
」
か
ら 

学
生
時

代
の
仲
間
が
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
再
結
成
し
て
か

ら
33
年
目
で
す
。
笹
先
生
の
お
嬢
さ
ん
中
山
さ

ん
の
後
押
し
で
、
映
画
音
楽
集
や
世
界
の
名
曲

を
披
露
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
ク
リ
ス
マ
ス

特
集
。
２
番
目
の
曲
は
先
の
世
界
大
戦
中
、
ビ

ン
グ
ク
ロ
ス
ビ
ー
が
戦
場
の
若
い
兵
士
の
胸
の

う
ち
を
歌
っ
て
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
先
生
方
は

12
月
に
Ｔ
ホ
テ
ル
で
33
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
き
ま
し
た
。
数
々
の
曲
を
こ
な
し
、
こ

れ
か
ら
も
活
躍
を
期
待
さ
れ
ま
す
。 

      

閉
会
の
ご
挨
拶
は
小
川
先
生
。
最
後
ま
で
お

聴
き
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
と
、
来
年
も
楽
し
い

音
楽
会
で
、
元
気
に
再
会
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

今
秋
は
中
野
ゼ
ロ
ホ
ー
ル
で 

 

中
野
区
の
施
設
で
す
。
Ｊ
Ｒ
中
央
線
（
総
武

線
・
営
団
地
下
鉄
東
西
線
）
駅
南
口
、
徒
歩
８

分
ほ
ど
。
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
反
対
側
。
大
小

２
つ
の
う
ち
小
ホ
ー
ル
、
そ
れ
で
も
客
席
は
５

０
０
以
上
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
も
十
分
で
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
が
復
活
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

９
月
19
日
（
月
＝
敬
老
の
日
）
午
後
の
部
。
こ

れ
ま
で
の
半
分
、
リ
ハ
ー
サ
ル
な
ど
進
行
が
難

し
そ
う
で
す
。 

⑫マンドリン･アンサンブル 


